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東日本大震災の発生直後、私たちは混乱の中で
今を、明日をどうするかを考えていた。
震災から半年以上が経過し、私たちにできることも徐々に変わってきている。
今を生きることを考えていたあのころから、少し先の未来を考える時期へ。
わたしたちはどんな生活を、どんな古里を取り戻したいのか。
そしてそのためには何が必要なのか

た
あ
の
曲
を
歌
う
、
猪
苗
代
湖
ズ
。

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
箭

内
道み

ち

彦ひ
こ

さ
ん（
郡
山
市
出
身
）、
サ

ン
ボ
マ
ス
タ
ー
の
山
口
隆た

か
し

さ
ん（
会

津
若
松
市
出
身
）、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

№

１  

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ  
Ｓ
Ｅ
Ｔ
の
渡
辺
俊と

し

美み

さ
ん（
川
内
村
出
身
）、
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ  

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
の
松
田
晋し

ん

二じ

さ
ん（
塙
町
出
身
）ら
、
本
県
出
身

の
４
人
で
結
成
し
た
バ
ン
ド
だ
。

　

松
田
さ
ん
が「
猪
苗
代
湖
ズ
の
生

ま
れ
た
地
と
も
い
え
る
こ
の
場
所

で
歌
え
て
う
れ
し
い
」と
話
し
た
後
、

「
Ｉ  

ｌ
ｏ
ｖ
ｅ  

ｙ
ｏ
ｕ  

＆ 

Ｉ  

ｎ

ｅ
ｅ
ｄ  

ｙ
ｏ
ｕ  

ふ
く
し
ま
」を
演

奏
。
観
客
も
一
緒
に
熱
唱
し
、
会
場

全
体
が
一
つ
に
な
っ
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
追
い
風
に

　

出
演
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が

語
っ
た
、
福
島
や
猪
苗
代
に
対
す
る

思
い
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
会
場
を
訪

れ
た
町
民
や
県
民
を
励
ま
し
、
他
県

か
ら
来
た
フ
ァ
ン
を
共
感
さ
せ
た
。

「
福
島
は
負
け
な
い
。復
興
に
向
か
っ

て
前
に
進
も
う
」
と
い
う
気
持
ち
で

会
場
全
体
が
一
つ
に
な
っ
た
。

　
「
福
島
の
未
来
を
ど
う
し
た
い
ん

だ
、
聞
か
せ
て
く
れ
」「
未
来
の
た

め
に
力
を
貸
し
て
く
れ
」。

　

出
演
者
が
奏
で
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
や

語
っ
た
言
葉
は
、
私
た
ち
の
心
を
揺

さ
ぶ
り
、
踏
み
出
す
一
歩
を
後
押
し

す
る
力
強
い
追
い
風
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

奥
会
津
か
ら
い
わ
き
ま
で
の
県
内

６
カ
所
を
横
断
す
る
よ
う
に
ラ
イ
ブ

を
開
催
し
、
福
島
か
ら
元
気
を
発
信

し
た
ロ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

福
島 

風
と
ロ
ッ
ク 

Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
野

馬
追
」。
本
町
で
は
イ
ベ
ン
ト
３
日

目
と
な
る
９
月
16
日
、
志
田
浜
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

サ
ン
ボ
マ
ス
タ
ー
、
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｍ

Ａ
Ｎ
、
高
橋
優
、
怒
髪
天
ら
が
奏
で

る
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
ス
ト
レ
ー
ト
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
約
１
１
０
０
人
の
聴
衆
を
魅
了

し
た
。
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｍ
Ａ
Ｎ
の
ボ
ー
カ

ル
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ―

Ｌ
Ｏ
Ｗ
さ
ん
は

「
み
ん
な
は
こ
れ
か
ら
福
島
を
ど
う

し
た
い
ん
だ
。
俺
た
ち
に
何
を
し
て

ほ
し
い
ん
だ
。
教
え
て
ほ
し
い
」と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

猪
苗
代
湖
ズ
登
場

　

ラ
イ
ブ
の
大
と
り
を
飾
っ
た
の
は
、

震
災
直
後
か
ら
県
民
を
励
ま
し
続
け

福の風

猪
苗
代
の
現
状

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
以
上
が

経
過
し
た
。
原
発
事
故
に
見
舞
わ
れ

た
県
内
で
は
、
い
ま
だ
に
不
自
由
な

避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
人
や
原
発

事
故
の
影
響
に
よ
る
被
害
に
苦
し
む

人
た
ち
も
多
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

観
光
と
農
業
の
町
で
あ
る
本
町
も
例

外
で
は
な
い
。

　

合
宿
や
修
学
旅
行
な
ど
の
キ
ャ
ン

セ
ル
で
団
体
客
が
減
少
し
て
い
る
ほ

か
、
二
次
避
難
者
が
退
出
し
た
ホ
テ

ル
や
旅
館
で
も
空
室
が
目
立
つ
と
い

う
状
態
。
個
人
の
観
光
客
も
減
っ
て

お
り
、
入
込
客
数
は
昨
年
の
半
分
以

下
に
減
少
し
た
。

　

農
作
物
で
は
、
放
射
性
物
質
が
検

出
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

安
値
で
取
引
き
さ
れ
る
も
の
や
購
入

を
敬
遠
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
な
ど
、

一
部
品
目
が
風
評
被
害
と
言
わ
れ
る

も
の
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

低
レ
ベ
ル
の
放
射
線
を
長
期
間
に

わ
た
っ
て
浴
び
続
け
る
こ
と
が
、
人

体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か

に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
が
少
な
い
た

め
に
分
か
ら
な
い
。
私
た
ち
は
い
ま

だ
に
目
に
見
え
な
い
脅
威
と
の
戦
い

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
向
か
い
風
と
も
言
え
る
状

況
の
中
、
イ
ベ
ン
ト
で
被
災
者
を
勇

気
づ
け
る
と
と
も
に
、
福
島
か
ら
元

気
や
安
心
を
発
信
し
よ
う
と
い
う
動

き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

特集

「福島の未来をここから始めよう。世界中の人の心に、未来に、みんなの心を届けよう。みんな、力を貸してくれ！」
サンボマスターの山口隆さんが発したメッセージは、激しい風のように聴衆の心を揺さぶり、会場全体の心を一つにした

1_ 母なる湖、猪苗代湖の前で初ライブ
と な っ た 猪 苗 代 湖 ズ。「I love you ＆ I 
need you ふくしま」の熱唱で会場は一つ
になった　2_ トップバッターで登場し
たサンボマスター　3_ 聴衆の中に飛び
込み、メッセージを叫ぶ BRAHMAN　4_
昨年に引き続き福島を訪れた高橋優さん
5_ 熱い歌とメッセージで会場を盛り上
げた怒髪天　4

2

5

31

NOTHING BEATS FUKUSHIMA, DOES IT ?
（福島はどんなことがあってもくじけないぜ）

【
風
が
吹
い
た
】
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ジ
ン
ギ
ス
カ
ッ
プ
の
名
の
と
お
り
、

レ
ー
ス
終
了
後
に
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が

食
べ
ら
れ
る
の
も
こ
の
大
会
の
魅
力

の
一
つ
。
参
加
者
は
、
チ
ー
ム
メ
イ

ト
や
家
族
と
南
ヶ
丘
牧
場
の
名
物
に

舌
鼓
を
打
っ
た
。

　

大
会
に
は
、
ア
テ
ネ
五
輪
日
本
代

表
の
竹
谷
賢け

ん

二じ

さ
ん
と
現
役
国
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ラ
イ
ダ
ー
山
本
和か

ず

弘ひ
ろ

選
手
も
参
加
し
た
。
日
本
を
代
表

す
る
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ラ
イ
ダ
ー
２
人
は
１
日
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ス
ク
ー
ル

を
開
催
。
参
加
者
か
ら
募
金
を
募
り
、

そ
の
全
額
を
福
島
県
と
宮
城
県
南
三

陸
町
の
た
が
つ
ね
Ｍ
Ｔ
Ｂ
大
会
へ
の

寄
付
と
し
た
。

自
ら
動
き
、
風
を
起
こ
す

　

震
災
の
影
響
で
、
本
年
は
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
た
両
イ
ベ
ン
ト
。
し
か
し
、

実
行
委
員
会
ら
は
諦
め
な
か
っ
た
。

現
状
を
た
だ
嘆
い
て
い
て
も
何
も
変

わ
ら
な
い
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
民
と

町
外
か
ら
来
た
人
が
交
流
す
る
絶
好

の
機
会
。
交
流
を
通
じ
て
、
町
民
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
町
外
の
人
に
発
信
で

き
る
機
会
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
、
町
外
か

ら
参
加
し
た
い
、
手
伝
い
た
い
と

言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
も
、
イ

ベ
ン
ト
そ
の
も
の
を
開
催
し
た
か
ら
。

自
分
た
ち
が
動
い
た
か
ら
だ
。

　

自
ら
動
き
、
新
し
い
風
を
起
こ
す
。

復
興
に
向
け
た
重
要
な
取
り
組
み
だ
。

1_ スポーツ、エキスパートクラスのスター
ト直後。上り１号線を一気に駆け上がる　
2_ コース内最大の難所の一つ、転倒者続
出の 3 熊ドロップス　3_ レースでは本気
の表情を見せるお父さんも、スーパーキッ
ズのレースでは、すっかりやさしい顔に

【
風
を
起
こ
す
】

が
参
加
者
の
切
符
を
切
っ
た
り
、
互

い
を
気
遣
い
、
声
を
掛
け
あ
っ
た
り

し
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
。

　

旧
沼
尻
駅
の
駅
舎
で
は
、
吾
妻
小

学
校
の
児
童
が
描
い
た
軽
便
鉄
道
の

絵
画
展
を
開
き
、
優
秀
作
品
を
選
ぶ

「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ッ
プ
」や「
懐
か
し
の
沼
尻
軽
便
鉄
道
を
訪
ね
て
」は
、

毎
年
町
内
で
開
催
さ
れ
て
き
た
大
会
。

震
災
の
影
響
で
本
年
は
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

猪
苗
代
の
元
気
を
町
内
外
に
発
信
し
た
い
と
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
町
に
来
て
く
れ
る
人
が
い
る
。

自
ら
が
動
き
、
風
を
起
こ
す
。
そ
の
意
義
が
イ
ベ
ン
ト
か
ら
見
え
た
。

in

Interview

私が帰郷したころ、県内で３つあったＭＴ
Ｂの大会は、現在すべてなくなってしまっ
た。他県の大会に出て楽しく走っているの
に、なぜ地元ではできないんだと思い、こ
の大会を企画した。猪苗代ならできると信
じて頑張った結果、規模は小さいが、今で
は日本を代表する選手が来てくれる大会に
なった。南ヶ丘牧場の皆さんやスポンサー
として協賛してくれる企業の皆さんにも本
当に感謝している。皆さんがいることも猪
苗代ならできると思った理由の一つ。この
大会を通じて、猪苗代を広くアピールして
いくことで皆さんに恩返しをしたい。来年
からも頑張っていくので、町内で協力して
くれる仲間を募集している。

「猪苗代ならできる」理由

森山栄幸
Moriyama Hideyuki
禰次

ジンギス友の会会長　　
（ 大 会 運 営 委 員 ）　　　

Interview

今大会は、風評被害の影響や放射線量な
ど、いろいろなことを検討して開催にこぎ
つけた。参加者は約 180 人と、例年と比べ
て少ないが、２日間を通して参加する人の
数は目標数を上回るなど、ある程度達成で
きた目標もあった。現在、猪苗代や福島県
は、原発事故の被害の中にあり、少し元気
を失っているように感じる。こんな時だか
らこそ、イベントを開催できるくらいの放
射線量であることや猪苗代は元気であるこ
となどをしっかりとＰＲしていきたい。お
客さんと話をして、直接メッセージを伝え
られるような、お客さんが触れ合いを感じ
られるような、そんなイベントにしていき
たい。

触れ合いを感じるイベントに

佐藤智弘
Sato Tomohiro
八千代

懐 かしの 沼 尻 軽 便 鉄
道を訪ねて実行委員長

さ
ん

第
５
回
ジ
ン
ギ
ス
カ
ッ
プ　

磐
梯
高
原

　

初
秋
の
磐
梯
高
原
の
自
然
の
中
を
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク（
以
下
Ｍ
Ｔ
Ｂ
）

に
ま
た
が
り
、
風
を
切
っ
て
駆
け
抜

け
る
。
第
５
回
ジ
ン
ギ
ス
カ
ッ
プ
in

磐
梯
高
原
は
10
月
１
、２
日
の
両
日
、

南
ヶ
丘
牧
場
周
辺
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
は
、
実
行
委
員
会
と
運
営
委

員
の
ジ
ン
ギ
ス
友
の
会
な
ど
の
主

催
。
補
助
輪
付
き
の
自
転
車
に
乗
る

幼
児
の
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
か

ら
、
競
技
者
向
け
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

ク
ラ
ス
ま
で
の
男
女
別
全
15
ク
ラ
ス

で
争
わ
れ
た
。
約
３
０
０
人
の
参
加

者
は
、
大
自
然
の
中
を
切
り
開
い
て

作
ら
れ
た
コ
ー
ス
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
、
全
力
で
レ
ー
ス
に
挑
ん
だ
。

東北のレースには、人とのつながりから参加
するようになった。そんなつながりで復興支

援活動をしている。私たちにできることは、とにかく動くこと。
そしてその運動を広めること。１人から２人へ、２人から４人
へと広がればいいと思う。草の根活動かもしれないが、草の根
がなければ、芽も出ないし花も咲かない。これからもいろいろ
なイベントに参加して、自分にできることをやっていきたい。

竹谷さんが復興支援イベントをやると聞いた
ので参加した。震災後、選手として何かでき

ることはないかと考えていた。自転車の好きな人をハッピーに
したいと思って来たが、自分と会って喜んでくれる顔を見ると
うれしく思う。福島の大会は少ないので、この大会に参加して
福島の皆さんの生の声を、震災の真実を聞こうと思った。今回
聞けた話をこれからの復興支援に還元したい。

懐
か
し
の
沼
尻
軽
便
鉄
道
を

訪
ね
て

　

昭
和
の
大
ヒ
ッ
ト
歌
謡
曲「
高
原

列
車
は
行
く
」の
モ
デ
ル
と
し
て
知

ら
れ
、
１
９
６
９（
昭
和
44
年
）年

に
廃
止
さ
れ
た
沼
尻
軽
便
鉄
道
。
そ

の
鉄
道
跡
を
歩
く「
第
13
回
懐
か

し
の
沼
尻
軽
便
鉄
道
を
訪
ね
て
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
10
月

１
、２
日
の
両
日
、
旧
路
線
跡
な
ど

で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
秋
風
を

頬
に
受
け
な
が
ら
思
い
思
い
の
ペ
ー

ス
で
歩
き
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
。

　

町
商
工
会
青
年
部
な
ど
で
作
る
実

行
委
員
会
が
主
催
し
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
約
１
８
０
人
が
参
加
。
２

日
に
は
川
桁
駅
か
ら
中
ノ
沢
温
泉
ま

で
の
約
18
㌔
の
旧
路
線
跡
を
歩
い
た
。

全
11
箇
所
の
駅
跡
で
は
、
ス
タ
ッ
フ

投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
終
点
で
は
、

宿
泊
券
や
温
泉
入
浴
券
な
ど
が
当
た

る
抽
選
会
、
民
話
の
語
り
、
手
打
ち

そ
ば
や
豚
汁
な
ど
の
振
る
舞
い
な
ど

で
参
加
者
の
ゴ
ー
ル
を
祝
い
、
好
評

を
博
し
た
。

出発進行の掛け声とともに川桁駅を出発した参加者

さ
ん

2

3

竹谷賢二さん　　　Takeya
Kenji

【SPECIALIZED 契約アドバイザー】
４度の全日本選手権優勝、アテネ五輪日本代
表などの実績を持つ日本のトップライダー

山本和弘さん　　Yamamoto 

【CANNONDALE RACING TEAM 所属】
Ｗ杯、世界選手権やジャパンシリーズにも出
場する現役国内トップクラスのプロライダー

Kazuhiro

2

木地小屋～沼尻間にある森のトンネル

1
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地
元
の
魅
力
を
再
発
見

　
「
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
っ
て
、

県
産
品
の
売
れ
行
き
は
悪
い
。
観
光

客
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
ピ
ン
チ

を
自
分
た
ち
が
住
む
猪
苗
代
や
福
島

の
自
然
、
歴
史
や
文
化
な
ど
を
再
発

見
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
は
ど
う
だ

ろ
う
」ジ
ン
ギ
ス
カ
ッ
プ
大
会
会
長

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
役

員
を
務
め
る
渡
部
英ひ

で

一い
ち

さ
ん（
み
な

と
や
代
表
取
締
役
）は
、
取
材
先
で

そ
う
話
し
た
。

　

悪
い
評
判
は
放
っ
て
お
い
て
も
す

ぐ
に
広
ま
る
が
、
良
い
評
判
は
コ
ツ

コ
ツ
と
地
道
に
積
み
重
ね
て
い
く
し

か
な
い
。
し
か
し
、
良
い
評
判
を
積

み
重
ね
て
い
く
間
に
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
や
絆
が
で
き
れ
ば
、
広
が

り
方
が
変
わ
る
。
口
コ
ミ
は
最
強
の

情
報
伝
達
手
段
だ
。
そ
の
方
法
で
伝

え
ら
れ
た
良
い
評
判
は
、
強
い
力
を

持
っ
て
広
が
っ
て
い
く
。

　

今
ま
で
行
っ
た
こ
と
の
な
い
県
内

の
市
町
村
に
行
き
、
観
光
を
す
る
。

観
光
客
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど

を
片
手
に
、
町
内
の
史
跡
な
ど
を

巡
っ
て
み
る
。
き
っ
と
新
し
い
発
見

が
あ
る
は
ず
だ
。

　

発
見
し
た
魅
力
を
、
友
だ
ち
や
知

り
合
い
に
話
す
。
復
興
支
援
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
た
人

に
伝
え
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
魅
力
を

知
っ
た
人
は
、
そ
れ
を
他
の
人
に
も

伝
え
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
私
た
ち
自

１
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。
川
桁
地

区
の
曲
渕
大
根
ク
ラ
ブ
会（
佐
藤
智と

も

昭あ
き

会
長
）は
、
地
元
産
の
野
菜
や
果

物
な
ど
を
販
売
し
、
参
加
者
と
交
流

を
深
め
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
何
か
を

感
じ
取
る
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
て
、
積
極
的
に
手
伝
っ
て
み
る
。

自
分
が
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、

関
わ
り
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
無
理

に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
必
要
は
な

い
。
参
加
者
や
通
り
が
か
り
の
人
と

の
何
気
な
い
会
話
や
笑
顔
。
そ
れ
は

行
動
し
た
こ
と
と
同
じ
だ
。

こ
こ
か
ら
第
一
歩
を

　

未
曾
有
の
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た

県
内
で
は
、
原
発
事
故
の
影
響
で
観

光
客
が
減
少
し
て
い
る
。
福
島
産
の

商
品
の
返
品
や
買
い
控
え
な
ど
が
起

こ
っ
て
い
る
の
も
現
状
だ
。
そ
れ
も

国
内
だ
け
の
話
で
は
な
い
。　

　

現
在
、
世
界
中
の
ど
こ
の
国
に
聞

い
て
も「
フ
ク
シ
マ
」と
い
う
名
前

が
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
現
状
を
打
破
し
、
望
む
未
来

を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
だ
ろ
う
か
。
県
内
に
漠
然
と

漂
う
閉
そ
く
感
。
そ
こ
に
風
穴
を
あ

け
ら
れ
る
の
は
、
他
で
も
な
い
私
た

ち
自
身
だ
。
自
分
自
身
に
今
何
が
で

き
る
か
を
考
え
、
と
り
あ
え
ず
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
そ
れ
が

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
だ
。　

イ
ベ
ン
ト
へ
の
関
わ
り

　

現
在
、
町
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
ま
で
継
続
的
に

開
催
さ
れ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で

は
な
い
。
本
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　

10
月
１
、２
日
の
両
日
、
町
内
の

リ
ス
テ
ル
パ
ー
ク
を
メ
ー
ン
会
場

に
開
か
れ
た「
第
１
回
う
つ
く
し
ま

あ
る
き
め
で
す
in
猪
苗
代
」な
ど
も

そ
の
一
つ
で
、
２
日
間
で
延
べ
約

田んぼの稲も磐梯山もき
れいで景色が最高でした。
初めて歩いた天神浜も、
また来たいねと話しまし
た。今、県内はどこも大
変な状況ですが、あまり

悲観ばかりせず、いろいろな経験をする機会と思っ
て頑張っていきます　　　
伊東日

ひ

出
で

子
こ

さん（左）、松本三
み

起
き

子
こ

さん（右）：二本松市

身
が
猪
苗
代
の
、
福
島
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
こ
と
。
こ
れ
も
新
し
い
一

歩
、
立
派
な
復
興
支
援
だ
。

自
分
に
で
き
る
一
歩
を

　

復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
私

た
ち
に
向
け
ら
れ
た
励
ま
し
の
言
葉

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
前
を
向
き
、
一

歩
を
踏
み
出
す
力
に
な
る
。
そ
れ
と

同
時
に
、
他
の
誰
か
と
話
を
す
る
と

き
、
私
た
ち
自
身
の
言
葉
は
猪
苗
代

の
、
福
島
の
今
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
る
。

　

私
た
ち
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
受
け

手
で
あ
る
と
同
時
に
発
信
者
、
つ
ま

り
、
一
人
一
人
が
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

な
の
だ
。
そ
れ
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

ま
た
新
し
い
一
歩
が
踏
み
出
せ
る
だ

ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

誰
か
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、

誰
か
が
動
く
そ
の
姿
を
見
て
、
私
た

ち
は
動
き
出
す
か
も
し
れ
な
い
。
私

た
ち
が
動
い
た
そ
の
姿
を
見
て
、
他

の
人
が
一
緒
に
動
き
出
す
か
も
し
れ

な
い
。

　

私
た
ち
の
起
こ
す
風
は
、
猪
苗
代

か
ら
の
、
福
島
か
ら
の
風
。
そ
の
風

が
い
つ
か
、
回
り
ま
わ
っ
て
幸
福
を

運
ぶ
風
と
な
っ
て
猪
苗
代
や
福
島
に

吹
い
て
く
れ
た
ら
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
、
自
分
に
で
き
る
一
歩
を
。

　
　
　
　

特
集　

福
の
風　

終
わ
り

未曾有の大災害に見舞われる私たち
この現状を乗り越えるには
もう一歩を踏み出すことが必要だ
無理はしなくていい
一人一人が、自分にできる一歩を

【今、その思いを】

猪苗代の知らない場所を
歩 け て 楽 し か っ た。 ス
タッフはもちろん休憩所
の皆さんもとても親切に
声をかけてくれた。ゴー
ル後のそばもおいしかっ

た。イベントというにぎわいづくりは、参加した人
も地元の人も元気にしてくれると思う
佐藤康

や す

子
こ

さん（左）、佐藤敦
あ つ

子
こ

さん（右）：北塩原村勤務

サンボマスターと猪苗代
湖ズを見に来た。バカみ
たいな熱さと、変に整っ
ていないところがいい。
私の実家はいわき市にあ
るので、原発事故は「く

やしい」の一言。今日はまっすぐなメッセージに励
まされた。ここから復興を目指して頑張ってほしい
　　　　　　　　　　矢内一

か ず

成
な り

さん：宮城県仙台市

正面に磐梯山を望む最高
のロケーション。アット
ホームな雰囲気があふれ
る会場。そして玄人好み
のテクニカルなコース。
まだまだ大きくなる大会

だと思う。運営する側は大変だと思うが、こんな時
期だからこそ頑張って続けてほしい
　　　　　　　　　　　　　佐藤哲

て つ

也
や

さん：川俣町

「うつくしまあるきめです」に参加 「ジンギスカップ」に参加

「風とロック」に参加 「懐かしの沼尻軽便鉄道を訪ねて」に参加

イベント参加者からの Messageメッセージ

1_ アンコールも「I love you ＆ I need you 
ふくしま」。お年寄りから子どもまで会場
にいる全員が熱唱（風とロック）　2_ 切符
を切りながら言葉を交わすスタッフと参加
者（沼尻軽便ウォーキング）　3_ 家族や友
人の温かい励まし？に周囲からも笑みがこ
ぼれる　4_ 今大会もボランティアで猪高
生が参加。佐藤早

さ き

さん（左：３年）と武藤
由

ゆ

美
み

子
こ

さん（右：同）（3.4   ジンギスカップ）43
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